


















Exercise of 24 Little Melodic Studies with Variations for Flute











練習曲（Ernesto Koehler 35 Exercises より 1・2巻から当日指定）もあり、ピアノの単音を聴音して

























冒頭に以下のように記されている。（引用：CD-MGCD-1001 解説 -吉田雅夫 p. 15）
「最初にお断りしておきますが、演奏や音楽を言葉で表現するのは、大変難しいし、同時に、大
変危険であるということです。例えば、私がこのモイーズ先生の 24、25Melodious Studies を生徒
に教えるとき、同じ曲でも生徒に言うことは全然違うと言う事があります。ですから、できるだ
け共通した問題を、あえてお話しします。モイーズ先生の奏法と音楽の作り方は、大体 24 Smsll 
Melodious Studies と 25 Melodious Studies は重要な教則本であります。もう一つ頭に入れておい
て頂きたいのは、モイーズ先生は 24 でも 25 でも、どんなにやさしい曲でも、音楽から命がなく
なってはだめですよ、ということを、いつでも言っています。いつでも喜びを持って演奏してくだ
さい。」
演奏において以下の点に注目する。調性については 1番 C-Dur、2 番 a-moll、 3 番 F-Dur、4 番 
























2 a-moll  3/4  Andantino 
3 F-Dur  3/4  Allegretto  
1
2
4 d-moll  3/4  Andantino  
第 2番　a-moll　3/4　Andantino
主題：3拍子、Andantino であるので 1番より少し速めに演奏すること。風船が次第に大きく膨らみそ
れが自然に縮んでいく様を表す。2-2-4 小節のフレーズで演奏する。最後の小節の e-e のオクターヴ
下降は慎重に。
2 a-moll  3/4  Andantino 
 
3 F-Dur  3/4  Allegretto  
1
2




2 a-moll  3/4  Andantino 
3 F-Dur  3/4  Allegretto  
1
2





2 a-moll  3/4  Andantino 










2 a-moll  3/4  Andantino 
3 F-Dur  3/4  Allegretto  
1
2
4 d-moll  3/4  Andantino  
変奏2：9/8　Allegretto　3 連符 3拍での連続演奏。2・3拍目の頭の音はテーマを意識して演奏する
こと。軽いアタックを加え「3拍子」の踊りを意識した演奏を心掛ける。
2 a-moll  3/4  Andantino 
3 F-Dur  3/4  Allegretto  
1
2
4 d-moll  3/4  Andantino  
第 4番　d-moll　3/4　Andantino
主題：4小節フレーズで 2小節にまたがったスラーの中でメゾ・スタッカートを意識する。導音 cis が




5 B-Dur  6/8 Allegro  
6 g-moll  4/4  Andante 
7 Es-Dur 3/4 Allegro 
変奏：主題のメロディに沿ったオクターヴ跳躍進行で上行時に息のスピードを落とさずにデクレッシェ
ンドを行う。アンブシュール（emboucher）に気を付け、3オクターヴまでの音程に細心の注意を払
うこと。特に中音 cis.d.e.f 音と高音 cis.d.d.f. の跳躍音程に注意すること。
 
5 B-Dur  6/8 Allegro  
6 g-moll  4/4  Andante 




　　3拍目→ 4拍目、6拍目→ 1拍目の 2回の三拍子を意識しながら 8小節まとめる。あまり音量は大
きくせず響きを十分に持たせること。
- ur  6/8 Allegro  
6 g-moll  4/4  Andante 






5 B-Dur  6/8 Allegro  
6 g-moll  4/4  Andante 
7 Es-Dur 3/4 Allegro 
第 番　 - oll　 /4　Andante
主題：アウフタクト 4拍目に 16 分音符で歌を歌う、5. 6. 7 小節目では 3泊目に付点音符によりさらに
歌を歌うこと。6～8小節は一息で演奏できるようタイや 2小節のスラーを意識したブレスコント
ロールが求められる。8小節目の d-d のオクターヴ上行は音程に十分注意する。9小節目以降最後で
1オクターヴ上の音域で演奏されるが表記のように pp で始めmf より音量を大きく演奏しない。13
小節目以降はタイを十分に意識し、終わりの 2小節は必要以上のリタルダンドは行わない。
5 B-Dur  6/8 Allegro  
6 g-moll  4/4  Andante 
 






8 -moll  3/4  Andante  
1
変奏 1：9/8　Allegro　3/4 を 9/8 に置き換え、主題を付点 8分音符-16 分音符-8 分音符のリズムで演
奏する。付点音符を十分にはっきりとテヌートし響きを作ること。残りの 2音のスタッカートのタン
ギングは上前歯の先に当たるように軽快に演奏する。
8 -mol   3/4  Andante  
1
変奏 2：変奏 1同様、主題を分割した 8分音符 -付点 8分音符-16 分音符の連続である。変奏 1と同じ
テヌートが 2拍目と 5拍目にあるのでそこは重くならない程度に圧力を加えて響きを保持すること。
テヌートを重く引っ張ると粘りが強くなり、次の 16 分・8分音符のスタッカートを軽くできないの
で注意して奏すること。変奏 1同様に 4小節 1ブレスを行い 4-4 小節の 8小節フレーズを作る。
1
 
- l   /   t  第 番　ｃ l　3/4　Andante







8 -moll  3/4  Andante  
 
1





8 -moll  3/4  Andante  
1
変奏 2：3/4　Allegro　変奏 1よりさらに細かい 16 分音符による指の技術を習得しストレスのない演
奏にすること。1-2 小節目と 9-10 小節目が同じフレーズであるが、3小節目と 11 小節目では進行方
向が違う点に注意する。13 小節のクレッシェンドをしっかりして 14 小節目の頂点、最高音ｇ音の響
きが十分に保てるくらいの余裕が必要である。
9 As-Dur 4/4 Andantino  
10 f-moll 12/8  Lento martellato e sostenuto  
 
第 9番　 s-Dur　4/4　Anda tino
主題：ben cantato と記され、4分音符を 8分複付点音符と 32 分音符に切り分けて演奏する。32 分音符
はスタッカートなので前の音を持続しすぎるとスタッカートの準備ができなくなり、はっきりしない
音になるので注意が必要である。
9 As 4/4 Andantino  
10 f-moll 12/8  Lento martellato e sostenuto  
 
変奏 1：3/4　Allegro　8 分音符 2連の音型。アクセントを拍頭（表拍）につけ裏拍へ向かって滑らか
に音をスライドする。裏拍を抜きすぎると中が空洞のバケットのようになってしまうので裏拍を鳴ら
してから抜くようにする。
9 - ur 4/4 ndantino  
 





変奏 2：2/4　Allegro  ben accent　8 分音符 2連だがスラーが逆転し裏拍→表拍の連続となる。変奏 1
とは逆の奏法となり、必ずスラーの頭（裏拍）にアクセントをつけること。2拍子なのでスラーの後
ろが音量的に抜けないようにしないとメロディラインが聞こえず表現がはっきりしなくなってしまう。
9 As-Dur 4/4 Andantino  
 
10 f-moll 12/8  Lento martellato e sostenuto  
 
第 番　 - oll　12/8　Lento m rt llato e sostenuto
主題：sonoramente 響き渡ってと表示されている楽器低音域を鳴らすための絶好の曲。ヴィヴラートを
コントロールして低音の幅を十分に広げること。ヴィヴラート練習は最初音ヴィヴラートで始めメト
ロノームを♩＝90 位に三連符の幅で入れる。14 小節目は 6拍目の後でブレスをする。
9 As-Dur 4/4 Andantino  
10 f-moll 12/8  Lento martellato e sostenuto  
 
 




11 Des-Dur  6/4  Lento   
12 b-moll  3/4  Allegretto   
leggiero 
13 Fis-Dur  4/4  Lento e ben legato  





11 Des-Dur  6/4  Lento   
12 b-moll  3/4  Allegretto   
leggiero 
13 Fis-Dur  4/4  Lento e ben legato  
第 11 番　Des-Dur　6/4　Lento
主題：10 番同様 f で十分に響き渡る音で 2小節を大きなフレーズで奏する。
11 Des-Dur  6/4  Lento   
12 b-moll  3/4  Allegretto   
leggiero 




変奏 1：4/4　9 番変奏 2と同様に奏する。5小節目からは pで開始するがクレッシェンドを行い最後は
f で終わってもよい。（変奏 2はそのように表記されている）
11 Des-Dur  6/4  Lento   
12 b-moll  3/4  Allegretto   
leggiero 
13 Fis-Dur  4/4  Lento e ben legato  
変奏 2：12/8　Andantino　8 分音符 3連の連続であるが最初の音にテヌートがついている。少し長め
に吹き後ろの 2音目を均等に吹く少しいびつな形に奏する。変奏 1で述べたが 5小節目で pに落とし
次第にクレッシェンドを強めしっかりとした d音で終始する。
11 Des-Dur  6/4  Lento   
12 b-moll  3/4  Allegretto   
leggiero 
13 Fis-Dur  4/4  Lento e ben legato  
第 番　 - oll　3/4　 llegretto
主題：leg iero　p から始まる軽いスタッカートの連続であるが 3拍子の 2音同音間跳躍が行われる。
均質な音色は上質な舌のアタックにより作成される。息のスピードやアンブシュールの統制により導
かれるのでコントロールできるまではゆっくり演奏して自己の音質を聴くこと。
11 Des-Dur  6/4  Lento   
12 b-mo   4  Allegretto   
le giero 
 
13 Fis-Dur  4/4  Lento e ben legato  第 13 番　Fis- 　 4　Lento  b n legato
注にあるが、この 3曲はそれぞれを pp、p、mf、f で練習すること。
主題：8分音符の連続するメロディ、音程のつかみ方が難しいので運指では音階とハーモニーを把握し





14 dis-moll  3/4  Allegro  
14 bis
 
15 H-Dur  9/8  Allegro  
第 13 番 bis：変奏ではなく 13 番の 2曲目と表題にある。主題のメロディとはハーモニーが同じである
が 2小節を 1・3・1拍で並べると fi s・ais・cis、次は gis・h・dis のハーモニーで歌う。後半も同様に




14 dis-moll  3/4  Allegro  
14 bis
 
15 H-Dur  9/8  Allegro  
13 番 ter：3曲目は初級者にとってアンブシュールと運指が最大の難所となる。特に冒頭 1拍目 fi s →







14 dis-moll  3/4  Allegro  
14 bis
 
15 H-Dur  9/8  Allegro  
第 14 番　dis-moll　3/4　Alleg









15 H-Dur  9/8  Allegro  





14 dis-moll  3/4  Allegro  
14 bis
 









16 gis-moll 12/8 Allegro  
mf mf
変奏 1：3/4　4＋4 小節の 8小節フレーズでブレスを取る。8分音符＋16 分音符・16 分音符の組み合わ
せの連続、小節冒頭の 8分音符にはアクセントをつける。3－ 4小節間は下降形が続くので音量と店
舗を落とさずに 5小節目冒頭 8分音符まで一息で演奏する。その 8分音符を吹き、素早くブレスを取









16 gis-moll 12/8 Allegro  
mf mf






16 gis-moll 12/8 Allegro  
mf mf
第 16 番　gis-moll　12/8　Allegro
主題：2小節ごとに f → f → mfを 4小節目まで 2回繰り返して 5小節目からは f で 3 小節間これを維
持し 8小節目で decrescendo する。それぞれの 3連符ごとにスラーをつけて演奏する。








歯に軽く当てるイメージで「軽く速く」舌を突くイメージで演奏する。gis ais cis など響きにくい音
は単音の充実を図る。




17 E-Dur  4/4 Allegro vivo
pp
18 cis-moll 4/4  Allegro molto staccato
19 A-Dur 3/4  Andante quasi allegretto  
第 17 番　E-Dur　4/4　Allegro vivo
主題：半音進行（クロマチック）の練習曲。すべて fでソステヌートと表記されている。音色を考慮し
ながら決して雑な響きを出さないで 16 分音符連続 3拍を上行形・下降形を演奏する。1オクターヴ





ずったりしないよう和音を感じること。終わり 2小節で fから ppまで下降するが最終小節への入り
方は慎重に。
 
17 E-Dur  4/4 Allegro vivo
pp
18 cis-moll 4/4  Allegro molto staccato
19 A-Dur 3/4  Andante quasi allegretto  
第 18 番　cis-moll　4/4　Allegro molto staccato








17 E-Dur  4/4 Allegro vivo
pp
18 cis-moll 4/4  Allegro molto staccato




17 E-Dur  4/4 Allegro vivo
pp
18 cis-moll 4/4  Allegro molto staccato




















20 fis-moll 9/8 Andante
変奏 1：【♬-♪-♪】音符の連続フレーズ。音はテーマと同じで音でリズムが変更される。終わりから 2




20 fis-moll 9/8 Andante
変奏 2：【♪-♪-♬】音符の連続フレーズ。これも変奏 1同様にテーマと同じ音でリズムを変更。3・
6・9拍目にあたる 16 分音符の支えを短くしないこと。変奏 1で難しい最後の fi s-cis の跳躍は 8分音
符なので余裕をもって奏する。
 
21 D-Dur 7/4 Allegro
22 h-moll  4/4  Allegro moderato  
1
23 G-Dur  4/4  Lento  
第 21 番　D-Dur　7/4　Allegro
主題：1拍を 5連符で形成し 7拍子をmf でバランスよく演奏する。均等にターンを繰り返しメロディ






d-e-d d-cis-d　fi s-g-fi s fi s-eis-fi s・・と練習して運指を確認するのも練習方法として良い。
21 D-Dur 7/4 Allegro
22 h-moll  4/4  Allegro moderato  
1
23 G-Dur  4/4  Lento  





2 h-moll  /   l egro moderato  
 
1
23 G-Dur  4/4  Lento  
変奏 1：主題の冒頭の 8分音符と最後の 8分音符を 16 分音符 3連音で素早く演奏する。決してシンコ
ペーションリズムとテンポが遅くならないように注意する。初級者にとってリズムの難易度が非常に
高く、表現力も必要となる。
21 - r 7/4 l egro
2 h-   /4  Al egro oderato  
1
23 - ur  4/4  Lento  
変奏 2：さらに冒頭に 16 分音符 3連符を加えることで、運指の難易度を上げている。変奏 1と共通し
てD-Cis-D の運指時に右手の指を抑えたまま左指のみの開閉で対応する替え指を使用してもよい。楽
器も不安定にならず音色も音程も安定する。
21 D-Dur 7/4 Allegro
22 h- oll  4/4  Allegro moderato  
1
23 G-Dur  4/4  Lento  第 番　 - 　 　 nto





24 e-moll  3/4  Lento





24 e-moll  3/4  Lento
変奏 2：主題のリズム音型の逆のパターンで、突っ込んでしまうと後ろの 8分音符が短くなったり、長




24 e-moll  3/4  Lento
変奏 3：変奏 1のリズム音型の逆のパターン。これも変奏 1.3 より少し優しい運指となる。
 
24 e-moll  3/4  Lento
第 24 番　e-moll　3/4　Lento
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